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（今日の説明内容）

　１．上下水道管の破損等に起因する事故（全国、富山市）

　２．富山市の上下水道管の老朽化・耐震化の現状

　３．来年度からの上下水道料金の改定

　４．まとめ



■発生日時：令和7年1月28日（火）午前10時頃

■発生場所：八潮市中央一丁目地内
　　　　　　県道松戸草加線（中央一丁目交差点内）

■陥没規模：幅約40メートル、深さ最大約15メートル
■事故原因：調査中（流域下水道管の破損に起因するもの）
■下水道管：管径4.75m、昭和58年整備（経過年数42年）
　　　　　　令和3年度に調査、補修が必要な腐食は確認されず

埼⽟県⼋潮市道路陥没事故の概要 2

120万人に影響
(下水道の使用自粛)



〇令和７年１月28日に発生した埼玉県八潮市の道路陥没事故を踏まえ、このような事故を未然に防ぐため、
陥没ヶ所と同様の大規模な下水道管路を対象とした緊急点検と、これを補うための路面下空洞調査が国か
ら要請されました。

〇富山市では、調査対象の内径２m以上かつ1994年以前に設置・改築された下水道管路、約16㎞のうち　
最優先で実施すべき箇所約５㎞については、このうち約2.2㎞で「緊急度Ⅱ」の異状が確認されましたが、
路面下空洞調査の結果では、下水道管に起因すると考えられる空洞は確認されませんでした。

〇これらの箇所については、今後、必要に応じて応急処置を実施した上で、５年以内に対策を実施します。
また、残る約11㎞の調査については、令和８年２月末までに完了することとしております。

埼⽟県⼋潮市の道路陥没事故を踏まえた緊急点検等の結果（概要） 3

緊急度Ⅱ 侵入水の状況調査機器



全国で多発する下⽔道の⽼朽化に起因する道路陥没事故 4

【石川県金沢市】

発生年次：平成27年５月

【愛知県岡崎市】

発生年次：令和４年６月

【千葉県千葉市】

発生年次：令和元年９月

【茨城県水戸市】

発生年次：令和６年10月



■発生日時：令和7年4月30日（水）午前3時半頃

■発生場所：京都市下京区地内
　　　　　　国道１号（五条高倉交差点内）

■被害状況：断水無し、想定最大濁水発生件数約6,500件
　　　　　　国道１号の交通規制が発生
　　　　　　半地下の駐車場の車両１台が浸水

■事故原因：老朽化による管の破損に起因するもの
■水 道 管 ：口径300mm、昭和34年整備（経過年数66年）
　　　　　　

京都市下京区⽔道管漏⽔事故の概要 5

漏水箇所

国道１号

京都駅

烏丸通
被害の状況

被害の状況
出典：国土交通省



富⼭市の下⽔道の⽼朽化に起因する道路陥没 6

【茶屋町地内】

発生年次：令和５年１２月



富⼭市で発⽣した⽔道管漏⽔ 7

■発生日時
　令和7年10月下旬頃
　(10月29日、道路管理者の
　 パトロールで判明）

■発生場所
　富山電気ビル前交差点の
　水道管（桜橋通り地内）
■被害状況
　・断水無し
　・想定最大濁水発生件数
　　約1,500件
　・NHK富山放送局前交差点
　　から東田地方西交差点に
　　(11/5～11/8のうち)約47時間の
　　交通規制を実施
■事故原因
　老朽化による管の破損
　に起因するもの
■水道管
　中部幹線[口径450mm]
　昭和40年整備
　（経過年数59年）

①11月5日:不断水バルブ設置

①

漏水した道路(第一生命ビル前歩車道境界)

②

②11月8日:不断水バルブ設置

漏水
箇所

東へ1.67ｍ地点に
直径約1ｃｍのピンホール

③自走式カメラ調査(東へ走行)

③

※１１月８日（土）午前３時５分止水完了。復帰工事は来春予定。



本市における⽼朽下⽔道管対策 8

下水道管内をカメラにより調査 約５０㎞／年
悪いところが見つかれば

更新もしくは改築
  約５～６㎞／年

・経過年数や緊急度等を踏まえ、計画的に点
検・調査⇒更新・改築などのサイクルを回し
ながら、道路陥没などを未然に防ぐ予防保全
に努めています。



下⽔道管等の点検調査・改築費用（概算） 9

TVカメラ調査
（円/m）

調査延⻑
（m）

調査費用
（百万円）

4,500 2,690,014 12,105 

更新⼯事
（円/m）

更新延⻑
（m）

更新費用
（百万円）

100,000 2,690,014 269,001

仮に富山市内の全ての管きょ（下水道管・雨水管）を点検調査・改築するといくらかかるか

※ 単価はR6年度実績値
※ 管きょ延⻑はR6年度末値（汚⽔管・⾬⽔管の延⻑）

下水道管内を調査する様子　 下水道管の更新工事[管更生工法]

点検・更新には多額の費用がかかります！



富⼭市における⽔道管の年度別整備状況（令和６年度末） 10
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S59年以前
（４０年経過）

総延長 3,214.87㎞

720.6㎞
(22.4%)

・水需要の増大に伴い昭和５９年以前に整備した基幹施設や配水幹線が法定耐用年数（40年）を超えている
・大規模地震等への対応のため、耐震化（老朽化対策）を加速する必要がある
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富⼭市における⽔道管の年度別整備状況（10年後‥令16年度末） 11
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(４２.８％)
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富⼭市における⽔道管の年度別整備状況（20年後‥令26年度末） 12

H16年以前

(40年経過)

総延長3,３５１．２㎞

２,３５７．９㎞
(7０.4%)



富⼭市における下⽔道管の年度別整備状況（令６年度末）

・都市化の進展や市域の拡大にあわせて昭和60年～平成10年代に集中的に整備した施設や管渠等が、今後

一斉に更新時期を迎える。（標準耐用年数50年）
・経過年数や緊急度等に応じて計画的かつ効率的に管渠の改築・更新を進めるほか、処理場についても各
種設備類を予防保全的に改築・更新を推進する必要がある。

13



0

20

40

60

80

100

120

140

S1

7

S1

8

S1

9

S2

0

S2

1

S2

2

S2

3

S2

4

S2

5

S2

6

S2

7

S2

8

S2

9

S3

0

S3

1

S3

2

S3

3

S3

4

S3

5

S3

6

S3

7

S3

8

S3

9

S4

0

S4

1

S4

2

S4

3

S4

4

S4

5

S4

6

S4

7

S4

8

S4

9

S5

0

S5

1

S5

2

S5

3

S5

4

S5

5

S5

6

S5

7

S5

8

S5

9

S6

0

S6

1

S6

2

S6

3

H

元

H2H3H4H5H6H7H8H9H1

0

H1

1

H1

2

H1

3

H1

4

H1

5

H1

6

H1

7

H1

8

H1

9

H2

0

H2

1

H2

2

H2

3

H2

4

H2

5

H2

6

H2

7

H2

8

H2

9

H3

0

R

元

R2R3R4R5R6R7R8R9R1

0

R1

1

R1

2

R1

3

R1

4

R1

5

R1

6

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

単年度延長

累計延長

富⼭市における下⽔道管の年度別整備状況（10年後‥令16年度末） 14

2004年以前

(30年経過)

1994年以前

(40年経過)

1984年以前

(50年経過)

総延長2,631km

359km
(13.6%)

1,048km
(39.8%)

2,038km
(77.5%)

単年度延長（km） 累計延長（km）
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富⼭市における下⽔道管の年度別整備状況（20年後‥令26年度末） 15

2014年以前

(30年経過)

2004年以前

(40年経過)

1994年以前

(50年経過) 総延長2,646km

1,006km
(38.0%)

1,995km
(75.4%)

2,464km
(93.1%)

単年度延長 累計延長



富⼭市における⽔道管の経年⽐率（⽼朽化の程度）と更新率の推移

・管路の老朽化が進む一方で、更新があまり進んでいない。

　管路経年化率：法定耐用年数（40年）を超えた管路の割合
　管路更新率：管路延長に対する各年度に更新した延長の割合

（％）
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富⼭市における下⽔道管の⽼朽化率と改善率の推移

・管渠の⽼朽化が進む⼀⽅で、改善があまり進んでいない。
管渠⽼朽化率︓標準耐用年数（50年）を超えた管渠の割合
管渠改善率︓管渠延⻑に対する各年度に更新・改良等の改善対策を⾏った延⻑の割合

（％）
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令和６年能登半島地震における断⽔被害の状況 18

令和6年能登半島地震による断水被害

◎6県で最大約14万⼾の断⽔が発⽣するなど甚大な被害が⽣じた
出典：国土交通省資料



令和６年能登半島地震における富⼭市による応急復旧活動 19

被災自治体への応援活動

　 富山市上下水道局は、日本水道協会中部地方支部からの要請に基づき、
石川県内被災自治体の水道施設の応急復旧活動に従事

派遣先 期間・派遣数 派遣者数など

七尾市 2/5～3/30（55日間） 上下水道局職員　：34名（延べ100名）

市管工事協同組合：21社（延べ  96名）
修繕件数　67件

能登町 4/1～5/15（45日間） 上下水道局職員　：25名（延べ60名）

市管工事協同組合：16社（延べ72名）
修繕件数　56件

・加圧給水車による漏水調査　　・配水管、給水装置の修繕
・仮設管の配管

活動内容

（参考）R6.9.21奥能登豪雨被害に対する応急給水活動
　　　　（3.6ｔ加圧給水車を１台派遣）
　　　　珠洲市　9/23～10/7（15日間）　上下水道局職員14名（延べ30名）

現地での復旧活動

給水車を連結し漏水調査用の水を送水

市長視察(能登町)



南海トラフ巨大地震 20

６０～９０％程度以上



日本海中南部（富⼭トラフ横断断層など）を震源とする地震 21

３０年以内の
Ｍ７以上の確率
１６～１８％



令和６年能登半島地震における富⼭市の被害状況と耐震化の効果 22

耐震管の有効性（富山県庁 南側市道）

　 段差が生じるなど道路は通行できない状況となったが、地下に埋設されている
配水管（耐震管）については被害がなかった。

耐震管の
耐震性が証明され

ました！
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⽔道の基幹管路の耐震化率（富⼭市と全国平均の推移） 23

（％）（km）

※ 基幹管路とは、水道水を供給する上で重要な管路である導水管、送水管、配水本管（配水管のうち口径350mm以上で給水管の分岐の無いもの）を指します。
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重要な下⽔道管路の耐震化率（富⼭市と全国平均の推移） 24

※ 重要な下水道管路とは、地域防災計画に定める緊急輸送道路に埋設されている下水道管や避難所などから下水処理場まで接続する下水道管などを指します。



富⼭市における⽔道料⾦・下⽔道使用料の変遷

【合併前】
富 ⼭ 市 １,９５３ 円
大沢野町 ２,２９６ 円
大 ⼭ 町 ２,６７７ 円
⼋ 尾 町 ３,１５０ 円
婦 中 町 ３,２６５ 円
⼭ 田 村 ５,４１５ 円
細 入 村 ５,５２３ 円

※⼀般家庭（口径20㎜で２０㎥／⽉を使用した場合）における料⾦（税込）

【合併時(H17)】

※旧富⼭市の⽔道
 料⾦体系に統⼀

【H20.4⽉】

２,２０５円

※平均改定率
     13.5％  

１,９５３円

【現⾏】

２,３１０円

      

富 ⼭ 市 ２,９１９ 円
大沢野町 ３,３９３ 円
大 ⼭ 町 ３,０９７ 円
⼋ 尾 町 ３,１５０ 円
婦 中 町 ３,３６０ 円
⼭ 田 村 ３,３６０ 円
細 入 村 ３,７９７ 円

変更なし

※合併前の旧市町村
 の使用料体系を
 そのまま引き継ぎ

２,９４０円

※料⾦体系を統⼀し
た上で料⾦を改定

※平均改定率
     2.8％

３,０８０円

      

水　
道　
料　
金

下
水
道
使
用
料

25

⇓
18年間据え置き

⇓
18年間据え置き
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令和７年７月現在
上下⽔道料⾦⽐較 （⼀般家庭用︓⽔道口径20mm、上下⽔道1か⽉20㎥使用）

富⼭県内における上下⽔道料⾦の⽐較

県内市平均 ６，５５５円

26

富山市の上下水道料金
は県内１０市で

１番安い。

R6全国平均 ６，３３４円



共同通信配信情報に基づく新聞報道（令和７年９⽉１４日） 27

【主な記事の内容】

　・見出し
　「水道代　富山市最高3.16倍」
　「県庁所在地40年間比較 21都市が2倍超」

　・内容
　「全国の道府県庁所在地と東京都区部の計47都市
　　で1世帯が支払った上下水道代を過去40年間で
　　比較すると、半数近くの21都市で２倍以上に
　　なっていた。」
　「上昇率が最高の富山市は3倍超だったが、最も
　　低い神戸市はほぼ横ばいで都市間格差が目立っ
　　た。」

　　※記事の詳細は、インターネットで
　　　「水道代　富山市最高3.16倍」等 検索ください。

石井晴夫 東洋大学名誉教授

「読者に誤解を与えかねない
内容である。」
「４０年前と比較すること自
体に無理がある。」

浦上拓也 近畿大学教授

「アンフェアであり、ミス
リードを招く報道である。」
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富⼭市の下⽔道処理⼈口普及率と下⽔道使用料の推移 28

上昇率のベスト５とワースト５（共同通信社）

S60 R6

1 富山市 3.16 32% 97%

2 盛岡市 2.96 50% 97%

3 津市 2.67 38% 55%

4 新潟市 2.66 25% 87%

5 水戸市 2.58 20% 80%

43 鹿児島市 1.32 86% 99%

44 名古屋市 1.23 90% 99%

45 那覇市 1.19 69% 98%

46 東京 1.16 80% 100%

47 神戸市 1.16 92% 99%

下水道普及率
順位 自治体名 倍率



18給⽔⼈口と給⽔収益の推移（⾒込） 29

給水人口の減少に伴い、給水収益も減少していく見込み
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23⽔洗化⼈口と下⽔道収益の推移（⾒込） 30

水洗化人口は、処理区域・接続戸数とともに増加してきたが、R2をピークに減少傾向となり、
下水道収益も減少していく見込み
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富⼭市上下⽔道事業経営審議会からの答申（令和７年５⽉１４日） 31



上下⽔道料⾦の改定 32



料⾦改定モデル事例 33

〇少量使用世帯（独居高齢者など）　月８㎥使用の場合 （税込）

現行 改定後 現行との差額

水 道 料 金 （月額） 968円 1，291円 ＋３２３円

下水道使用料（月額） 1，188円 1，505円 ＋３１７円

合　　　　 計 （月額） 2，156円 2，796円 ＋６４０円

〇標準使用世帯（夫婦と子ども２人の世帯など）　月２３㎥使用の場合 （税込）

現行 改定後 現行との差額

水 道 料 金 （月額） ２，７３９円 ３，２５２円 ＋５１３円

下水道使用料（月額） ３，６４１円 ４，０６４円 ＋４２３円

合　　　　 計 （月額） ６，３８０円 ７，３１６円 ＋９３６円

【計算方法】　※メーターの口径２０㎜

基本料金 869円

従量料金 　  （５２．８円×１０㎥） ＋ （１３６．４円×１０㎥） ＋ （１６３．９円✕　３㎥）

１～１０㎥の料金 １１～２０㎥の料金 ２１～２３㎥の料金

３，２５２円
（円未満切り捨て）

※上下水道料金は２か月分をまとめて請求しています。



上下⽔道料⾦の値上げ増額分の使途 34

〇標準使用世帯（夫婦と子ども２人の世帯など）月２３㎥使用の場合

　　 

水道料金

２，７３９円現行
下水道使用料

３，６４１円

改定後
　　　 下水道使用料

　　　　４，０６４円

　　 水道料金

　　３，２５２円
増額
+513円

増額
+423円

増額計
９３６円

合計６,３８０円

合計７,３１６円

　　 ９３６円 使途
値上げ増額分
の使途

・赤字回避のため　　４４４円
　
　（人口減による給水収益減少、物価やエネルギーコスト上昇

　　による費用の増加）

・将来の投資のため　４９２円

　(将来必要な施設の更新のための積立て＝資産維持費)



富⼭市の上下⽔道事業におけるインフラ投資の地域経済への波及効果 35

出典：富山県経営管理部統計調査課「富山県産業関連表」より作成

水道事業

４６億円

下水道事業
５０億円

上下水道事業「投資額」
（令和７年度建設改良費予算）

９６億円

１．６８倍

※就業誘発数…産業活動に必要とされる労働力
　雇用誘発数…就業誘発数のうち、実際に雇用される量

水道事業関連
７７億円

下水道事業関連
８４億円

上下水道事業「生産誘発額」
１６１億円

・就業誘発数　 １，０９４人

・雇用誘発数　１，０３８人

[波及効果のある主な産業]
　　水道　　　 49億円
　　電力　 　　 3億円
　　金融・保険　2億円
　　建設補修　　2億円

[波及効果のある主な産業]
　　水道(下水）53億円
　　電力　 　　 4億円
　　金融・保険　3億円
　　建設補修　　2億円



・近年、人口減少等による料金収入の減少や、施設及び管路等の老朽化に伴う更新需要の

増大、専門人材の育成・確保など、上下水道事業は様々な経営上の課題を抱えています。

　加えて、昨年１月の能登半島地震などの大規模な災害、また今年１月の埼玉県八潮市で

の下水道管の破損が起因すると思われる道路陥没事故や全国で多発する老朽水道管の破損
による漏水事故などを踏まえると、施設・管路の耐震化や老朽化対策を着実に推進し、災
害に強く持続可能な上下水道システムを早期に整備することが喫緊の課題であると考えて

います。

　このため上下水道事業の経営基盤の強化が何よりも重要であり、公営企業としての独立

採算の原則のもと、合理的かつ能率的な経営により企業としての経済性を発揮させるとと
もに、適時適切な料金改定等を行い施設の更新などの将来的な投資に必要な資金を確保す

ることで、投資と収益の均衡を図りながら、次世代に過度な負担を先送りしない事業経営
に努めることが重要であると考えています。

今後の上下水道事業経営について 36

今を生きる我々には、先人の知恵と努力で築き上げられ、今日では
「あって当たり前」となっている上下水道を、最も大切な遺産（レガシー）として、
将来世代に引き継いでいく責任があります！



ご清聴ありがとうございました。


